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◦特　集◦

◯第38回OB会総会のご案内（P2）
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◯私のお宝鑑定お願いします（P16）
◯趣味グループ活動報告　（P17）

～周南再訪～

　工場夜景観光に取り組んでいた室蘭市、川
崎市、四日市市、北九州市が2011年第1回「全
国工場夜景サミット」で「日本四大工場夜景」
を宣言。その後、周南市、尼崎市、富士市、
千葉市が加わり「日本八大工場夜景」となっ
た。写真は「工場夜景の日（2月23日）」クルー
ズ船からの製鋼工場と雨天荷役場付近です。
(撮影　田村賢三）

「工場夜景」



　新型コロナウイルス感染予防ワクチン接

種が進み、山口県での感染者数も減少して

いることから周南OB会の最後を締めくくる

第38回OB会総会を盛大に開催いたします。

声掛けお誘い合わせの上ご出席ください。

（開催の最終判断は、10月初旬に開催する役員会で決定し

中止の場合のみ、ハガキにてご連絡いたします）

第38回OB会総会開催予定
開催日時　2021年（令和3年）11月10日（水）13時～14時40分受付
開催場所　遠石会館　周南市遠石2-3-1    TEL 0834-32-2181
　　　　　＊徳山駅（新幹線口）より遠石会館までの送迎マイクロバスを手配します。
　　　　　　（バス乗り場は、下の地図でご確認ください）
会　費　　3000円　＊年会費の2000円は、徴収いたしません。
式次第　1、2020年度活動報告
　　　　2、2020年度決算・監査報告
　　　　3、2021年度活動計画案（総会以降、事務局閉鎖までの活動内容）
　　　　4、2021年度予算案(総会以降、事務局閉鎖までの予算内容)
　　　　5、賀寿表彰(米寿)
　　　　6、その他
　　　

（新型コロナウイルス関連）
　・受付での体温測定と、三密を避けた会の運営を実施します。マスク着用にご協力下さい。
　　（体温37.5度以上の方は参加をご遠慮願います）

2021年OB会解散総会について

■送迎マイクロバスのりば

・JR徳山駅南口　パチンコ店
（ハピネス明城）と徳機駐車場の間
（右図 ● 付近）

・出発時間
1回目　13時20分
2回目　14時
3回目　14時20分（最終）

徳機駐車場

パチンコ

●

徳山駅南口
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「私と日新とOB会」

私と日新とOB会
~ my last message ~

阿部俊一郎　　豊中市北桜塚　昭和28年生　元本社/モリテックスチール

　今からさかのぼること45年前、私の日新製鋼での生活が始まった。当時
は高度成長期であり、周南製鋼所では増産対応の新設備建設、海外事業が
活発な時代だった。入社当初、私は冷延課に配属され、その後、いくつか
の部署を経験し18年間、周南製鋼所で勤務した。その後は、本社、大阪支
社、上海で市場開発やコイルセンター、物流管理の業務も経験し、定年退
職後は縁あって、インドネシアのコイルセンターで技術ADとして従事した。
この間、多くの社内外の知人、友人ができた。また海外技術指導で交流したかつての教え子
達は皆立派になり、頼もしくなり、独り立ちして更なる発展を自らの手でなし遂げている。
　こうして私は日新製鋼とともに、退職までに延べ13回の転居（引越し）の中で、様々な勤
務地での生活体験もできた。OBとなり引退した今でも、心の支えとなっているのは、日新製
鋼での仕事を通して知りあい、語り合い、時には競いあった友人達である。これは私の人生
最大の宝と感じている。その交流は今でもSNSを通じ、オールドボーイ会報、HPを通し、励
ましあい、時には力をいただいている。人生100年時代といわれている中、ますます健康で
意気上がるOBの方々から沢山の元気をいただき、第二の人生をマイペースで歩んでいる。私
は以下の石丸梧平（哲学者）が残した言葉が好きである。
　“人生に結論なし。ただ創造の一途あるのみ。意味は、発見し得る者にのみ輝く”
　日々刻々変化する社会情勢にしっかり目を向け、絶えず未来志向で、過去にこだわること
なく、自分の人生を創造していきたいものである。日新製鋼という母体が消滅し、OB会も解
散することになったが、多くの先輩諸氏の方々に築き上げていただいたその精神は生き延び、
語り継がれていると感じている。またいつかどこかでお会いすることもあると思うが、OB同
士の絆はしっかり保ちたいものである。最後に、新会社へ移転された現役諸氏の御健闘を祈
るとともに、末永く応援団としてエールを送りたい。

2008年長富不銹鋼有限公司にて
（技術スタッフと）

皆さんの過去・現在・未来への沢山の思いをオールドボーイに残してみませんか

2015年インドネシア/Jababeka Golf & Country Club
（阿部会コンペにて）

ー原稿大募集ー エッセイ「私と日新とOB会」
◯文字数　800字以内（短文も歓迎）　　　　◯締め切り　令和3年12月末まで
◯郵送、FAX、EメールでOB会事務局へお送り下さい
  〒746-8666  周南市野村南町4976番地　日鉄ステンレス内　日新周南OB会事務局              
　　　　　　　  Fax 0834-63-1128　   Eメール　nisshin-ob@poppy.ocn.ne.jp
◯掲載分には　商品カード（2000円）をお贈りいたします
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 岡本 光晴　広島市東区戸坂大上　昭和11年生　元周南研究部／中国支社

　太平洋戦争末朝。昭和20年(1945年)8月6日、午前8時15分、広島市内に世界最初の「原

子爆弾」が米軍によって投下された。一発の原子爆弾の炸裂で、何万という市民が一瞬にし

て亡くなり市内は焼き尽くされてしまった。辛うじて生き残った被災者も浴びた放射能が体

を蝕み白血病や癌や心臓病に冒され永年の闘病生活も効なく死に至った。

　私の父は、爆心地から直線距離にして約6㎞の、広島湾にある金輪島(かなわじま)で軍務

に服していたが身体への被害がなかったこともあって、軍の命令で被災者の救護活動にあた

り午後10時頃無事帰宅した。ところが、救護活動で「2次放射能」を浴びることになり、2・3年後になって頭髪が抜

け始めた。左頭頂部に直径2センチくらいの円形脱毛から始まり、1年くらいで丸坊主となった。挙句の果ては胃癌に

冒され苦しみ死んだ。母は、市内へ出掛けている途中で被爆したのが原因で「白血病」に冒された。二人とも戦後26

年経った昭和46年、相次いで「黄泉の国」へと旅立った。享年64歳と59歳だった。 

　一方、私は昭和48年、37歳のとき職場検診で心電図異常が見つかり「虚血性心臓病」と診断され、以来ずっと治療

を受けている。

　当時、私は小学校(国民学校と称していた)4年生だった。その日は爆心地から牛田山(261ｍ)を越えて、直線距離に

して約5㎞にある戸坂小学校の校庭で被爆した。8月6日といえば夏休みなのだが、4年生以上は「軍馬」の飼料とする

干草を作るための「草刈り登校日」だった。全員が鎌と籠を持って登校し、その時間は校庭に整列し朝礼を受けている

最中だった。 

　その日は見事に晴れ渡った朝だった。受ける日差しは強かったが、からっ

とした天気は汗ばむこともなく、吹き抜ける風の心地好ささえ感じていた。

朝礼台の校長先生の訓話は今でもはっきりと覚えている。米軍の空母艦載

機の爆音を聞き分ける内容だった。日く、「グラマンは低音で腹に響く爆音

が特徴で、ロッキードP38は甲高い爆音が特徴である・・・」などと。訓

話は最後まで聞くことは出来なかったが、おそらく敵機の爆音を耳にした

とき、音を聞き分けて身の対処方法を教えることだったのだろう。訓話の

最中、何気なく空を見上げたとき、青く澄み渡った遥か遠い上空の一点に

キラキラと胴体を光らせ音もなくゆっくり飛行している敵機(ボーイング

B29「エノラゲイ」)が目に入った。上空に敵機が飛んでいるのに何故、警

戒警報のサイレン(長音繰り返し)も空襲警報のサイレン(単音繰り返し)も鳴

らないのかと思いながら再び空を見上げたら、今度は落下傘のような白い

小さな物体がフワフワ・フワフワと落ちてくるのが目に入った。何だろう

かと目を伏せたその時、ピカーッ！！
　目が眩むほどの閃光が体を包んだ。大型のフラッシュライトを正面から

浴びたときのように一瞬何も見えなくなった。同時に全身にぼ一っと暖か

みを感じた。 

　午前8時15分、大手町一丁目にある「産業奨励館(現在の原爆ドーム)」の近くに位置する島病院の上空約600mで原

子爆弾が炸裂したのだ。「退避！」の号令がかかり裏山の防空壕に向かって走り出そうとしたその時、今度は足元を掬

うほどの激しい風が、目も開けられぬほどの激しい風が襲いかかってきた。爆風なのだ。砂塵が舞い上がるなかを、背

を丸めて一歩、二歩と足を運んだあとは吹き飛ばされた教室の窓ガラス破片を避ける余裕もなく、藁草履の全員は一斉

に裏山の防空壕へと走り込んだ。

　原子爆弾が炸裂したときの温度は、摂氏約600度だったといわれており上空の空気が瞬時に膨張し爆風と化したのだ

ろう。600度という温度は鉄を焼けば赤く色づき始めるほどの高熱だ。紙屋町にある「三井・住友銀行」の入りロの石

段には座っていた人の影が、皆実町にある「広島ガス」のガスタンクの胴体にはタンクに登る螺旋階段の影が残影とし

て残り何年も消えなかった。

　薄暗い防空壕のなかでは、何もわからないまま先生と生徒は身を寄せ合って時の過ぎるのを待った。10時過ぎ頃ま

でいただろうか。ようやく解散となり家路を急いだ。が、どのような道順で帰ったのか、途中の様子はどうだったかな

どは全く記憶にない。異常事態のなかへ放された恐怖心で一杯であったのだろう。小走りで帰ったことだけ覚えている。

「原爆体験記」
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　家に帰り着いて度肝を抜いた。なんと言うことだ。障子も襖も吹っ飛んでおり、表口から裏口までがすっかり見通せ、

柱のみが目に人ってくるではないか。母が洋裁で使っていた「シンガーミシン」までもが横倒しになっている・・・。 

　爆風が吹き抜けたのだ。我が家は牛田山を越えた麓に位置していたが、山を越えて襲ってきた爆風がミシンまで倒す

のだから、爆風を直に受けた市内周辺ではその被害は計り知れず、吹き飛ばされるなどで亡くなった方が大勢いたこと

は容易に想像できる。

　吹き抜けの我が家では、母が板の間で妹を抱いてぼんやりと坐っていたが、私の顔を見てようやく気を取り直した。

　さて、原子爆弾が炸裂して3、4時間経った昼前後頃から被災した方々がつぎつぎと戸坂へたどり着き始めた。棒切

れを突いて一人で来る人。人の肩を借りて足を引きずって来る人・・・。皆、着ている衣服は黒焦げてボロボロになっ

ていた。背肌は露出し、髪は振り乱れ、顔も手も足も煤で真っ黒になっていた。両眼だけは、かっと見開かれており身

に受けた被害を問う怒りに満ちていた。どのような目に遭われたのだろうか。詳しいことは何もわからないまでも「火

の海」をくぐり抜けながら来られたのだろうと想像はできた。その異様さに子供心にも徒ならぬ恐ろしさを感じた。 

　一方、その頃になって牛田山の向こうからは、湧き上がるような黒煙がもくもくと勢いをつけて天高く上がり始めた。

被災者の姿から市内では火の手があちらこちらで上がり、火が火を呼んで倒壊した建物をつぎつぎと焼き尽くしている

煙だろうと想像はできたが・・・。市内で実際に目にしたならば、まさに地獄絵を見る思いだったに違いない。煙に巻

かれて舞い上がった黒焦げの紙切れが、方々にひらひらと舞い落ちてきた。午後1時頃だっただろうか。天がにわかに

暗くなりはじめたと思ったら、大粒の雨がひどいタ立のように音を立てて降り始めた。凡そ一時間くらい降り続いた。

これが後にいう放射能を含んだ「黒い雨」だった。この雨を浴びて原爆症になった方も数多くいる。雨で涼しさが出て

きた縁側に座って、立ち上る黒煙と、舞い落ちてくる黒焦げの紙切れを、ぼんやりと見上げていたのを思い出す。翌日

から学校は被災者を収容する病院となった。収容しきれない被災者は民家で引き受けた。我が家では二人の兵隊さんを

引き受けた。重傷の方はひどい火傷を負っておられ、顔も手も水ぶくれで膨れ上がっていた。喉の渇きから何度も何度

も水を要求されるのだが、ガラス製の「大差し」が口に通らないほど顔が腫れているのだ。かろうじて水を飲まれたあ

とは安堵の様子が見られたが、今度は体力が見る見るうちに衰えて来、2・3日後には死んでゆかれた(死者557,478人)。

　学校に隣接する田圃の一角が荼毘場となり、毎日のようにタ暮れになると火葬の煙が上った。多くの遺体は火傷によ

る水泡が残っていることもあって火葬が難しく、遺体を井桁状に積み上げガソリンをぶっかけて荼毘に付していたと、

後で聞いた。 

　8月9日には長崎市内に再び「原子爆弾」が投下され、またまた大勢の市民が犠牲となった。一方、遠い外地の戦場

では戦いで戦死した数多くの兵士。飢餓に苛まれ犠牲となった多くの兵士。「玉砕」という美名のもとに犠牲となった

幾万もの兵士や民間人などなど。本土では日を追って米軍による空爆が激しくなり、工場地帯を狙った1トン爆弾で、

市街地を焼き払う焼夷弾で、グラマンの機銃掃射で、膨大な数の市民が犠牲となった。これらの犠牲者の数は軍民合わ

せて310万人といわれている。

　昭和20年8月15日、3年8ケ月続いた戦争はようやく終わった。昼の12時のラジオで、「戦争終結」の玉音放送が流

れた。独特の抑揚のある玉音放送を聴いた母から「戦争が終わったのよ」と、教わった。夏休みは繰り上げられ、8月

20日から始まった。学校は陸軍病院として指定されたため、5年生以上は「三宅神社」の拝殿で、4年生以下は「くる

め木神社」の拝殿で、いずれも午前・午後のクラス交代で授業を受けた。小刀で削ろうとすればすぐ芯が折れる鉛筆と、

消しゴムを使えばすぐ破れる薄っぺらな西洋紙を手にしての授業だった。教師から最初に指示されたことは、教科書や

学用品に至るまで、「軍あるいは軍閥」など戦争に関係したと思われる記述を「墨塗り」することだった。鉛筆に彫っ

てある「三菱」の文字まで削らされた。

　くるめ木神社へは荼毘場の傍を通って行った。広さ二十畳敷きぐらいの荼毘場は白骨で埋め尽くされており、はじめ

て目にしたときは「震え」が走った。秋が近くなり雨が降る日には、白骨からでる「燐」が青白い炎で時折、ぽろぽろ・

ぽろぽろっと、浮き上がって燃えるのが見られた。荼毘場では、遺族の方が拾骨されていたが、縁者のお骨と区別が叶

わぬまま丁寧に拾骨されていた。 

　戦後76年が経ち、今や日本はあらゆる分野で戦争を全く知らない世代に変わりつつある。彼らには「戦争の酷さ」、「原

爆(核兵器)の悲惨さ」を正確な記録で残し知らしめ、語り継ぐことで、われわれが経験

した出来事が二度と繰り返されることのなきよう「戦争のない平和で豊かな国、日本」

を築き上げてもらいたいと切に思う。

　　原爆許すまじ      核兵器廃絶
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 熊﨑 範男　防府市新田　昭和20年生　元本社

　人の価値は、その人がどれだけ世の中に影響を残したかで決まるとも言われる。

アイドルグループの乃木坂46が歌う「インフルエンサー」（影響を与える人）とい

う曲がある。太陽みたいに影響力を放つ愛すべき理想の人のことを歌っているよう

に聞こえる。また最近ではネットの世界で影響力のある人物のことをインフルエンサー

と言うようだ。

　さて、企業においても同様に、社会にどれだけ影響力があったかでその会社の価

値は決まるだろう。

　日新製鋼はいち早くステンレスの生産に取り組み、ステンレスの圧延に国内初のセンジミアミルを導入、

さらにそのタンデム化に成功するなどステンレス製造技術の確立、また海外への技術供与において国内外に

影響力を示した、いわばインフルエンサーであったことに間違いないだろう。海外からはスペインを皮切り

に、ルーマニア、韓国、中国、インド、ブラジルと数多くの交流があり、周南製鋼所はステンレス製造工場

のメッカのごとく実習生が訪れた。会社の方針のもとで、そんな時代を築き上げたのは、まぎれもなく多く

の周南OB会員諸氏である。そのことを誇りに胸を張ってOB会の終わりを迎えようではありませんか。日

新製鋼の名前は消えましたが、バトンタッチした後輩諸氏には「日々新に」のスピリットを胸に秘めて、今

後もステンレス業界の新しいインフルエンサーとして羽ばたいてほしい。自身は海外援助業務には携わらな

かったけれど、皆さんのかつての活躍を振り返って、流行語「インフルエンサー」に思い当たった。

「インフルエンサー」
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ノルウェー EUブラジル

スイスシンガポール アメリカ

世界各国からの来南者

（写真　元生産管理部の佐藤隆策さんから提供いただいた中の一部を掲載しました）

6



8 7 12

年表「日新製鋼周南OB会 37年のあゆみ」

－ 特集 －

OB会総会開催

趣味グループ活動

会報
オールドボーイ発行

 原田 信男　周南市羽島　昭和 19年生　元設備部／日新工機

その 1　「ステンレスは錆びないのではなく錆びにくい」
　これは私が昭和 38年に入社した時の新入社員導入教育で最初に教わった言葉で

す。ステンレスは錆びないのではなく、錆びにくいのであって、用途によって色々な

ステンレスの種類があるということで、今思えば製品開発は無限にあるのではないか

と思っています。

その 2　「次工程はお客様」
　これは他社や多くの職場でも、モットーや合言葉になっていると思います。当時は周南製鋼所内の各ライ

ンでの合言葉でした。私が最初に配属された部署は、冷延課のZMのロール整備班でした。ZMは花形の職

場であり、ロール整備班は黒子のような、縁の下の力持ちのような職場であったと思います。私はそのよう

な職場で働かせていただき感謝し、ありがたく思っています。それはお互いに仲が良かったからです。私達

が研磨したロールの表面が悪いと、そのまま圧延した板に出てきます。特にロールにビビリが出ると大変で

した。ビビリを取るのに砥石をドレッシングしたり、それでも取れない時は研削水を入れ替えたり、モーター

のベルトを取り替えるなどしてあずっていました。そのような時に、「次工程はお客様」を胸にいだき頑張っ

ていました。

その 3　「信頼は部下のやる気の原動力」
　これは、周南製鋼所の発足 30周年記念行事の文化祭で福田征支郎さんが条幅に揮毫された言葉でした。

私は瞬間的に素晴らしいと感じました。これはその後、所内各所に掲示されていたと思います。信頼するこ

とは上司と部下、夫婦、親子、恋人など組織社会でいちばん大切なことではないかと思います。言葉を変え

ればお互いに気配り、気遣い、相手を尊重することだと思います。後輩の方々がこれらを伝承されれば良い

職場、良い関係、良い製品生産の一助になるかと思い、私の回顧を兼ねてペンを取りました。

「記憶に残る三つの言葉」

　約 50年の長期にわたり、遺骨収集や慰霊の式典など戦没者遺

族の援護活動を行ってきた大川勝也さんの功績に、厚生労働大臣

表彰が授与され令和 2年 12月 10日に表彰が行われました。同

22日、周南市藤井律子市長に受賞を報告。大川さんは、半年が

かりで徳山地区の戦没者 3千人の軍歴などをパソコンで入力し

デジタル化しました。

氏名などからすぐに

検索することができ、

名簿には軍歴の他に法名、戒名、遺族の氏名も掲載されている。

今後、他の地区も加えて 4千人のデジタル化を目指しています。

若い世代が、親族の軍歴などを改めて調べようとした時などに

役立ててもらいたいという思いで作成された。

大川勝也さん厚生労働大臣表彰授与

周南市市長へ受賞を報告

 松並 秀夫　周南市大字呼坂　昭和 23年生　元製鋼課

　私が地域活動を始めたのは、先輩から「もう定年前だろう地元のために何でもいいから手伝ってくれんか」

と言われたのがきっかけでした。考えてみると、生まれ育った地元に何もしていなかったことに気付き、こ

れからは少しでもいいからとの思いで地域活動の手伝いをすることにしました。

　まずはコミュニティー活動で毎年 11月に行われる「ふれあい祭り」から始めました。小学生、PTA、地

域の方々と接し、自分にも活力が出てくるようになりました。ここで役立ったのは計画から実行までの安全

作業要領や、グループ活動での小集団活動など会社で行ってきたことを活かすことができたことです（日新

製鋼は永遠です）。活動もスムーズに進み、今まで学んできたことが幸せにつながりました。また色々な団

体との繋がりができ、相互の助け合いもできるようになりました。現在力を入れているのは「小学生たちと

の交流」です。カブトムシの幼虫をプレゼントし、育て方まで指導します。校庭の空き地では、にんにくな

どの野菜を育て、祭りで小学生が販売します。現在私の住まいの近くにポニー 2頭、木曽馬 2頭が飼育さ

れています。これを利用して小学生の校外活動にも役立

てています。この活動は同じ呼坂地区の白石ファームと

いう会社とリンクして行なっています。また耕作放棄地

を利用した作物づくり、にんにく、野菜、小麦などを作っ

ています。これらの活動を皆に知ってもらうようにマス

コミなどにお願いしてPRもしています。

　振り返って考えてみますと、今が一番頭を使っている

ようにも思います。色々なことを知ることで体の活性化

につながり、楽しく老後を生きています。最後に、一番

楽しみにしているのは、小学生が大きくなり社会人に

なって私に声をかけてくれることが長生きの喜びです。

皆さんの協力がなくてはこの活動はできません。地域の輪ができてこそだと思います。ご安全に。 

■情報誌「トライアングル」7月号で紹介された白石ファームとの活動

　せめて 〝1年に 1回ぐらいは、酒を酌み交わしながら、思い出話を語れる場作りを〞 と、日新労使諸

先輩が取り組みを進め、周南OB会は 1984（S59）年に結成されました。そうして発足したOB会は、

高齢化社会におけるサクセスフル・エイジング「退職して首尾よく歳をとる　幸せな老後」という生き

方が重視されるようになり、この流れを意識した活動に徐々に発展を続けました。サクセスフル・エイ

ジングに必要な①自立（心身健康で経済的に自立）②関係づくり（人との関わりを持ち続ける）③心の

充実（心が満たされている）を取り入れた 3つの柱「OB会総会の開催」、「会報 〝オールドボーイ〞 の

発行」、「趣味グループ幹事による趣味活動の自主運営」を明確にし、気軽に参加できる退職者のオアシ

スづくりに取り組んでまいりました。

　日新製鋼周南OB会の終息にあたり、OB会発足から 37年間に歩んだ証を年表にとどめて総括して

みました。

「私と地域活動」

いのししは、にんにくを嫌うこと

から、2年前からにんにくの栽培

を中心に地域ぐるみで取り組み、

にんにく産品の開発、耕作放棄

地の復活、馬糞の肥料有効活用、

小学生のファーム体験活動など

などで、にんにくは地域も人も

元気にする「スタミナ源」となっ

ています。



8 7 12

年表「日新製鋼周南OB会 37年のあゆみ」

－ 特集 －

OB会総会開催

趣味グループ活動

会報
オールドボーイ発行

 原田 信男　周南市羽島　昭和 19年生　元設備部／日新工機

その 1　「ステンレスは錆びないのではなく錆びにくい」
　これは私が昭和 38年に入社した時の新入社員導入教育で最初に教わった言葉で

す。ステンレスは錆びないのではなく、錆びにくいのであって、用途によって色々な

ステンレスの種類があるということで、今思えば製品開発は無限にあるのではないか

と思っています。

その 2　「次工程はお客様」
　これは他社や多くの職場でも、モットーや合言葉になっていると思います。当時は周南製鋼所内の各ライ

ンでの合言葉でした。私が最初に配属された部署は、冷延課のZMのロール整備班でした。ZMは花形の職

場であり、ロール整備班は黒子のような、縁の下の力持ちのような職場であったと思います。私はそのよう

な職場で働かせていただき感謝し、ありがたく思っています。それはお互いに仲が良かったからです。私達

が研磨したロールの表面が悪いと、そのまま圧延した板に出てきます。特にロールにビビリが出ると大変で

した。ビビリを取るのに砥石をドレッシングしたり、それでも取れない時は研削水を入れ替えたり、モーター

のベルトを取り替えるなどしてあずっていました。そのような時に、「次工程はお客様」を胸にいだき頑張っ

ていました。

その 3　「信頼は部下のやる気の原動力」
　これは、周南製鋼所の発足 30周年記念行事の文化祭で福田征支郎さんが条幅に揮毫された言葉でした。

私は瞬間的に素晴らしいと感じました。これはその後、所内各所に掲示されていたと思います。信頼するこ

とは上司と部下、夫婦、親子、恋人など組織社会でいちばん大切なことではないかと思います。言葉を変え

ればお互いに気配り、気遣い、相手を尊重することだと思います。後輩の方々がこれらを伝承されれば良い

職場、良い関係、良い製品生産の一助になるかと思い、私の回顧を兼ねてペンを取りました。

「記憶に残る三つの言葉」

　約 50年の長期にわたり、遺骨収集や慰霊の式典など戦没者遺

族の援護活動を行ってきた大川勝也さんの功績に、厚生労働大臣

表彰が授与され令和 2年 12月 10日に表彰が行われました。同

22日、周南市藤井律子市長に受賞を報告。大川さんは、半年が

かりで徳山地区の戦没者 3千人の軍歴などをパソコンで入力し

デジタル化しました。

氏名などからすぐに

検索することができ、

名簿には軍歴の他に法名、戒名、遺族の氏名も掲載されている。

今後、他の地区も加えて 4千人のデジタル化を目指しています。

若い世代が、親族の軍歴などを改めて調べようとした時などに

役立ててもらいたいという思いで作成された。

大川勝也さん厚生労働大臣表彰授与

周南市市長へ受賞を報告

 松並 秀夫　周南市大字呼坂　昭和 23年生　元製鋼課

　私が地域活動を始めたのは、先輩から「もう定年前だろう地元のために何でもいいから手伝ってくれんか」

と言われたのがきっかけでした。考えてみると、生まれ育った地元に何もしていなかったことに気付き、こ

れからは少しでもいいからとの思いで地域活動の手伝いをすることにしました。

　まずはコミュニティー活動で毎年 11月に行われる「ふれあい祭り」から始めました。小学生、PTA、地

域の方々と接し、自分にも活力が出てくるようになりました。ここで役立ったのは計画から実行までの安全

作業要領や、グループ活動での小集団活動など会社で行ってきたことを活かすことができたことです（日新

製鋼は永遠です）。活動もスムーズに進み、今まで学んできたことが幸せにつながりました。また色々な団

体との繋がりができ、相互の助け合いもできるようになりました。現在力を入れているのは「小学生たちと

の交流」です。カブトムシの幼虫をプレゼントし、育て方まで指導します。校庭の空き地では、にんにくな

どの野菜を育て、祭りで小学生が販売します。現在私の住まいの近くにポニー 2頭、木曽馬 2頭が飼育さ

れています。これを利用して小学生の校外活動にも役立

てています。この活動は同じ呼坂地区の白石ファームと

いう会社とリンクして行なっています。また耕作放棄地

を利用した作物づくり、にんにく、野菜、小麦などを作っ

ています。これらの活動を皆に知ってもらうようにマス

コミなどにお願いしてPRもしています。

　振り返って考えてみますと、今が一番頭を使っている

ようにも思います。色々なことを知ることで体の活性化

につながり、楽しく老後を生きています。最後に、一番

楽しみにしているのは、小学生が大きくなり社会人に

なって私に声をかけてくれることが長生きの喜びです。

皆さんの協力がなくてはこの活動はできません。地域の輪ができてこそだと思います。ご安全に。 

■情報誌「トライアングル」7月号で紹介された白石ファームとの活動

　せめて 〝1年に 1回ぐらいは、酒を酌み交わしながら、思い出話を語れる場作りを〞 と、日新労使諸

先輩が取り組みを進め、周南OB会は 1984（S59）年に結成されました。そうして発足したOB会は、

高齢化社会におけるサクセスフル・エイジング「退職して首尾よく歳をとる　幸せな老後」という生き

方が重視されるようになり、この流れを意識した活動に徐々に発展を続けました。サクセスフル・エイ

ジングに必要な①自立（心身健康で経済的に自立）②関係づくり（人との関わりを持ち続ける）③心の

充実（心が満たされている）を取り入れた 3つの柱「OB会総会の開催」、「会報 〝オールドボーイ〞 の

発行」、「趣味グループ幹事による趣味活動の自主運営」を明確にし、気軽に参加できる退職者のオアシ

スづくりに取り組んでまいりました。

　日新製鋼周南OB会の終息にあたり、OB会発足から 37年間に歩んだ証を年表にとどめて総括して

みました。

「私と地域活動」

いのししは、にんにくを嫌うこと

から、2年前からにんにくの栽培

を中心に地域ぐるみで取り組み、

にんにく産品の開発、耕作放棄

地の復活、馬糞の肥料有効活用、

小学生のファーム体験活動など

などで、にんにくは地域も人も

元気にする「スタミナ源」となっ

ています。



11 10 9

　日新製鋼周南 OB 会の歩み
暦 年 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

期 別
1 期 2 期 3 期 4 期 5 期 6 期 7 期 8 期 9 期 10 期 11 期 12 期 13 期 14 期 15 期 16 期 17 期 18 期 19 期

S59.7.15 ～ S61.11.9 ～ H1.11.3 ～ H3.10.19 ～ H5.10.8 ～ H7.11.9 ～ H9.11.19 ～ H11.11.5 ～ H13.11.1 ～ H15.11.9 ～ H17.11.9 ～ H19.11.13 ～ H21.11.11 ～ H23.11.6 ～ H25.11.6 ～ H27.11.17 ～ H29.11.8 ～ H31.11.7 ～ R2.11.9 ～
S61.11.9 H1.11.3 H3.10.19 H5.10.8 H7.11.9 H9.11.19 H11.11.5 H13.11.1 H15.11.9 H17.11.9 H19.11.13 H21.11.11 H23.11.6 H25.11.6 H27.11.17 H29.11.8 H31.11.7 R2.11.9 R4.3.31

会 長

石 井 　 肇 廣 長 秋 好 田 村 勇 三 郎 松 本 達 雄 西 村 和 美 丸 橋 茂 昭 山 上 哲 也 田 中 尚 一

事 務 局 長 三 宅 久 夫 浜 辺 秀 明 山 本 昭 雄 中 田 攝 雄 小 川 博 己 林 　 秀 雄 加 藤 　 栄 長 嶺 平 治
役 員 数 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 11 11 16 16 17 17 20 20 22 22 23 23 23 24 25 28 30 30 30 30 30 30 30 30 30
顧 問 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
会 員 資 格 定年退職者 日新製鋼在籍者含む

活 動 概 要

要 旨

◎年 1 回の総会を中心とした活動（少数役員で名簿管理、総会準備、
　会社との連絡調整など実施）�
　（第 5 回総会までは酔払い
　世話担当幹事を置く）�　　　　

設立当時の会員名簿　　　　　　　　　　

◯事務局開設（電話 1 本、机一式でスタート）�
◎事務の自主運営開始�　
　・会員名簿の自主パソコン化
　・宛名シールのタックシール化など

◎多種多様な趣味活動の展開による活動の活性化
　会員数は順調に増加し活動も活発化
　・事業の活発化と参加率アップを図る

会員名簿（2 年毎発行）�　　　　　　　　　　　

◯会員の意識調査アンケート実施
　（3 つの柱；OB 会総会・会報発行・趣味グループ活動）�

◎入会者の減少、会員数の減少、高齢化への対応
　が迫られる

◯日鉄グループ傘下となり
　OB会解散を決定
◯新型コロナウイルス対策
　で総会中止

名 簿 管 理 ・手書き会員名簿でスタート ・名簿記載内容の充実化（趣味、ボランティア活動など）�
地 区 世 話 人 ・会員消息をタイムリーに把握するため、地区世話人を定める ・地区世話人の補充　　　　　 ・地区情報連絡員制度に変革（物故者情報、会報情報など）�

総 会

回 設立総会 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 5 回 第 6 回 第 7 回 第 8 回 第 9 回 第 10 回 第 11 回 第 12 回 第 13 回 第 14 回 第 15 回 第 16 回 第 17 回 第 18 回 第 19 回 第 20 回 第 21 回 第 22 回 第 23 回 第 24 回 第 25 回 第 26 回 第 27 回 第 28 回 第 29 回 第 30 回 第 31 回 第 32 回 第 33 回 第 34 回 第 35 回 第 36 回 第 37 回 第 38 回
開 催 月 7 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 10 月 10 月 10 月 10 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 11 月 中止
出席人数 295 259 260 255 250 250 250 255 221 259 203 206 216 237 230 235 245 287 287 264 283 278 272 304 300 320 275 268 263 292 310 300 269 280 263 247 −
会 員 数 480 501 525 556 582 620 565 686 667 690 716 726 771 742 807 873 1005 1079 1126 1130 1154 1135 1147 1156 1163 1150 1146 1142 1134 1097 997 991 965 924 873 830 792
出 席 率 61% 52% 50% 46% 43% 40% 44% 37% 33% 38% 28% 28% 28% 32% 29% 27% 24% 27% 25% 23% 25% 24% 24% 26% 26% 28% 24% 23% 23% 27% 31% 30% 28% 30% 29% 30% −

趣味活動 （活動頻度）� ◯同好者による独自活動 ◯平成 8 年一層の親睦を図るため趣味グループ活動をスタート

ゴ ル フ （6 回 / 年）� ◯ OB 会主催活動として再編スタート
旅 行 （春 1 回）� ◯ OB 会主催で一泊旅行スタート
釣 り （春秋 2 回）� ◯会員所有の釣り船による釣り大会スタート
ア ウ ト ド ア （春秋 2 回）� ◯近郊の山を目指しアウトドアグループスタート（10 名）� ◯会員 24 名に◯高齢化によりウォーキング主体に移行
将 棋 （奇数月第 4 水曜日）� ◯同好の士により将棋大会スタート
囲 碁 （毎月第 4 水曜日）� ◯同好の士により囲碁大会スタート（休止から復活、2004 年参加者 24 名）�
カ ラ オ ケ （奇数月第 2 水曜日）� ◯カラオケ同好会スタート、毎月開催 ◯高齢化により隔月に変更
陶 芸 （毎週日曜日）� ◯陶芸同好会スタート
短 歌 （毎月第 2 火曜日）� ◯短歌の会スタート
菜 園 （毎月不定期に）� ◯菜園クラブスタート
グラウンドゴルフ （1 回 / 月）� ◯グラウンドゴルフクラブスタート
写 真 （任意に）� （H7 活動中断）� ◯写真同好会スタート ◯会報表紙写真担当

活 動　　
風 景　　

会報発行 ◯創刊（年 2 回発行「オールドボーイ」と命名）�

発 行 号 数 創刊号 2 号 3 号 4 号 5 号 6 号 7 号 8 号 9 号 10 号 11 号 12 号 13 号 14 号 15 号 16 号 17 号 18 号 19 号 20 号 21 号 22 号 23 号 24 号 25 号 26 号 27 号 28 号 29 号 30 号 31 号 32 号 33 号 34 号 35 号 36 号 37 号 38 号 39 号 40 号 41 号 42 号 43 号 44 号 45 号 46 号 47 号 48 号 49 号

担 当 者 中田攝雄 篠田研一 篠田研一  熊﨑範男 熊﨑範男 熊﨑範男  吉木正實

周南製鋼所
の出来事

◎転炉複合吹錬設備完成
◎ UTM 完成
　　　　◎ 3BA 完成
　　　　◎ 6EF 完成

◎ 7AP 完成
◎ 6APM 完成

◎ ISO9002 認定取得

◎ 5ZM 完成
◎ 4BA 完成

　　　　　◎ ISO14001 認定取得

◎ 7EF 完成 ◎ 6EF 大型化（90 → 150t）�
◎ DNA-SUS 展開

◎日新製鋼 HD ㈱ 設立
　　　　　◎製鋼リフレッシュ
　　　　　　（5 ｆ幅連続鋳造、30 ｔスラブ）�
　　　　　　（製鋼量 60 万ｔ / 月→ 80 万ｔ）�

◎周南製鋼所 60 周年記念事業
　　　　　◎日鉄ステンレス発足

　　表紙変遷 1
元周南写真部による
周南地区風物詩写真
B5 モノクロ 19 号まで

　　表紙変遷 2
元周南写真部・同好者
による写真・絵画
B5 カラー　30 号まで

　表紙変遷 3
会報担当幹事に
よる日新周南に
まつわる水彩画
A4 カラー　42
号まで

　表紙変遷 4
写真担当幹事に
よる写真

「周南再訪」A4
カラー　48 号
まで

設立総会 役員懇親会 将棋大会 囲碁大会 ゴルフ大会 アウトドア活動 OB会主催一泊旅行 カラオケ大会 魚釣大会 菜園クラブ陶芸グループ 短歌の会 グラウンドゴルフ

◯ 会 員 相 互 の 情 報 誌 的 色 彩 強 化
・情報連絡員制度スタート　
・編集企画会議発足
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年表「日新製鋼周南OB会 37年のあゆみ」

－ 特集 －

OB会総会開催

趣味グループ活動

会報
オールドボーイ発行

 原田 信男　周南市羽島　昭和 19年生　元設備部／日新工機

その 1　「ステンレスは錆びないのではなく錆びにくい」
　これは私が昭和 38年に入社した時の新入社員導入教育で最初に教わった言葉で

す。ステンレスは錆びないのではなく、錆びにくいのであって、用途によって色々な

ステンレスの種類があるということで、今思えば製品開発は無限にあるのではないか

と思っています。

その 2　「次工程はお客様」
　これは他社や多くの職場でも、モットーや合言葉になっていると思います。当時は周南製鋼所内の各ライ

ンでの合言葉でした。私が最初に配属された部署は、冷延課のZMのロール整備班でした。ZMは花形の職

場であり、ロール整備班は黒子のような、縁の下の力持ちのような職場であったと思います。私はそのよう

な職場で働かせていただき感謝し、ありがたく思っています。それはお互いに仲が良かったからです。私達

が研磨したロールの表面が悪いと、そのまま圧延した板に出てきます。特にロールにビビリが出ると大変で

した。ビビリを取るのに砥石をドレッシングしたり、それでも取れない時は研削水を入れ替えたり、モーター

のベルトを取り替えるなどしてあずっていました。そのような時に、「次工程はお客様」を胸にいだき頑張っ

ていました。

その 3　「信頼は部下のやる気の原動力」
　これは、周南製鋼所の発足 30周年記念行事の文化祭で福田征支郎さんが条幅に揮毫された言葉でした。

私は瞬間的に素晴らしいと感じました。これはその後、所内各所に掲示されていたと思います。信頼するこ

とは上司と部下、夫婦、親子、恋人など組織社会でいちばん大切なことではないかと思います。言葉を変え

ればお互いに気配り、気遣い、相手を尊重することだと思います。後輩の方々がこれらを伝承されれば良い

職場、良い関係、良い製品生産の一助になるかと思い、私の回顧を兼ねてペンを取りました。

「記憶に残る三つの言葉」

　約 50年の長期にわたり、遺骨収集や慰霊の式典など戦没者遺

族の援護活動を行ってきた大川勝也さんの功績に、厚生労働大臣

表彰が授与され令和 2年 12月 10日に表彰が行われました。同

22日、周南市藤井律子市長に受賞を報告。大川さんは、半年が

かりで徳山地区の戦没者 3千人の軍歴などをパソコンで入力し

デジタル化しました。

氏名などからすぐに

検索することができ、

名簿には軍歴の他に法名、戒名、遺族の氏名も掲載されている。

今後、他の地区も加えて 4千人のデジタル化を目指しています。

若い世代が、親族の軍歴などを改めて調べようとした時などに

役立ててもらいたいという思いで作成された。

大川勝也さん厚生労働大臣表彰授与

周南市市長へ受賞を報告

 松並 秀夫　周南市大字呼坂　昭和 23年生　元製鋼課

　私が地域活動を始めたのは、先輩から「もう定年前だろう地元のために何でもいいから手伝ってくれんか」

と言われたのがきっかけでした。考えてみると、生まれ育った地元に何もしていなかったことに気付き、こ

れからは少しでもいいからとの思いで地域活動の手伝いをすることにしました。

　まずはコミュニティー活動で毎年 11月に行われる「ふれあい祭り」から始めました。小学生、PTA、地

域の方々と接し、自分にも活力が出てくるようになりました。ここで役立ったのは計画から実行までの安全

作業要領や、グループ活動での小集団活動など会社で行ってきたことを活かすことができたことです（日新

製鋼は永遠です）。活動もスムーズに進み、今まで学んできたことが幸せにつながりました。また色々な団

体との繋がりができ、相互の助け合いもできるようになりました。現在力を入れているのは「小学生たちと

の交流」です。カブトムシの幼虫をプレゼントし、育て方まで指導します。校庭の空き地では、にんにくな

どの野菜を育て、祭りで小学生が販売します。現在私の住まいの近くにポニー 2頭、木曽馬 2頭が飼育さ

れています。これを利用して小学生の校外活動にも役立

てています。この活動は同じ呼坂地区の白石ファームと

いう会社とリンクして行なっています。また耕作放棄地

を利用した作物づくり、にんにく、野菜、小麦などを作っ

ています。これらの活動を皆に知ってもらうようにマス

コミなどにお願いしてPRもしています。

　振り返って考えてみますと、今が一番頭を使っている

ようにも思います。色々なことを知ることで体の活性化

につながり、楽しく老後を生きています。最後に、一番

楽しみにしているのは、小学生が大きくなり社会人に

なって私に声をかけてくれることが長生きの喜びです。

皆さんの協力がなくてはこの活動はできません。地域の輪ができてこそだと思います。ご安全に。 

■情報誌「トライアングル」7月号で紹介された白石ファームとの活動

　せめて 〝1年に 1回ぐらいは、酒を酌み交わしながら、思い出話を語れる場作りを〞 と、日新労使諸

先輩が取り組みを進め、周南OB会は 1984（S59）年に結成されました。そうして発足したOB会は、

高齢化社会におけるサクセスフル・エイジング「退職して首尾よく歳をとる　幸せな老後」という生き

方が重視されるようになり、この流れを意識した活動に徐々に発展を続けました。サクセスフル・エイ

ジングに必要な①自立（心身健康で経済的に自立）②関係づくり（人との関わりを持ち続ける）③心の

充実（心が満たされている）を取り入れた 3つの柱「OB会総会の開催」、「会報 〝オールドボーイ〞 の

発行」、「趣味グループ幹事による趣味活動の自主運営」を明確にし、気軽に参加できる退職者のオアシ

スづくりに取り組んでまいりました。

　日新製鋼周南OB会の終息にあたり、OB会発足から 37年間に歩んだ証を年表にとどめて総括して

みました。

「私と地域活動」

いのししは、にんにくを嫌うこと

から、2年前からにんにくの栽培

を中心に地域ぐるみで取り組み、

にんにく産品の開発、耕作放棄

地の復活、馬糞の肥料有効活用、

小学生のファーム体験活動など

などで、にんにくは地域も人も

元気にする「スタミナ源」となっ

ています。



　

左
記
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
近
況
を
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①　

健
康
状
態
は
い
か
が
で
す
か
？

　
　

日
々
、健
康
維
持
に
気
を
つ
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

②　

日
々
、
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

③　

Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

④　

自
由
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
書
き
下
さ
い
。

①　

在
職
中
は
肝
機
能
、
血
糖
値
、
血
圧

の
数
値
も
高
く
健
康
診
断
で
は
い
つ
も
指

摘
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
定
年
後
か
か

り
つ
け
医
に
一
回
／
月
通
院
、
薬
を
飲
ん

で
い
ま
す
。
血
圧
測
定
は
、
毎
日
朝
夕
測

定
し
血
圧
手
帳
に
記
録
し
て
自
己
健
康
管

理
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
で
は
肝
機
能
、

血
糖
値
、
血
圧
も
正
常
範
囲
内
に
入
っ
て

い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
、
大
自
然

の
中
で
、
光
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
光
井
小
学
校
裏
山
で
の
里
山
づ
く
り
、

光
井
川
の
り
面
の
芝
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

毎
週
土
曜
日
参
加
、
仲
間
と
和
気
あ
い
あ

い
会
話
を
す

る
こ
と
が
健

康
の
秘
訣
だ

と
思
っ
て
い

ま
す
。

②　

定
年
後

に
始
め
た
光

井
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
陶
芸

教
室
に
入
会

現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

�
久
保
田�

和
夫

�

光
市
光
井　

昭
和
23
年
生　

元
冷
延
課

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
は
健
康
の
秘
訣

�

健
康
の
お
か
げ
に
日
々
感
謝

腕
は
い
っ
こ
う
に
上
達
せ
ず
、
陶
芸
活
動

の
行
事
計
画
の
中
で
小
学
生
以
下
の
夏
休

み
親
子
陶
芸
教
室
、
中
学
校
・
光
梅
タ
イ

ム
（
総
合
学
習
講
座
）
八
回
の
講
座
を
全

会
員
で
指
導
、
昨
年
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
農
業
で
は
米
、
野
菜
を
耕
作
し
て
い

ま
す
が
、
イ
ノ
シ
シ
の
出
没
に
悩
ま
さ
れ

て
い
ま
す
。
電
気
柵
で
対
策
を
し
て
い
ま

す
。
昨
年
友
人
よ
り
青
イ
チ
ジ
ク
、
カ
ド

タ
（
イ
タ
リ
ア
原
産
）、
バ
ナ
ー
ネ
（
フ

ラ
ン
ス
原
産
）剪
定
後
の
枝
を
い
た
だ
き
、

畑
に
挿
し
木
そ
れ
ぞ
れ
二
十
本
前
後
植
え

て
い
ま
す
。
実
が
な
る
楽
し
み
が
、
待
ち

遠
し
い
で
す
。
こ
れ
も
健
康
の
お
蔭
だ
と

日
々
感
謝
、
感
謝
、
残
さ
れ
た
余
生
を
身

体
の
続
く
限
り
頑
張
り
た
い
で
す
。

③　

新
型
コ
ロ
ナ
で
、
日
々
の
生
活
リ
ズ

ム
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
Ｏ
Ｂ
の
皆

さ
ん
、
健
康
で
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
、

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

④　

オ
ー
ル
ド
ボ
ー
イ
閉
刊
に
向
け
て
、

最
後
の
原
稿
依
頼
を
受
け
ま
し
た
が
、
寂

し
い
気
持
ち
が
し
た
中
、
心
を
振
り
絞
っ

て
筆
を
と
り
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
会
役
員
、
編

集
委
員
、
会
報
担
当
の
役
員
の
皆
さ
ん
長

い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。お
体
を
大
切
に
、

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

�

小
松�

政
之

�

防
府
市
西
浦　

昭
和
22
年
生　

元
製
鋼
課

腰
痛
と
つ
き
あ
い
な
が
ら

�

頑
張
っ
て
い
ま
す

①　

歳
相
応

に
元
気
で
す
。

現
職
の
時
ヘ

ル
ニ
ア
の
手

術
を
２
回
、

そ
れ
か
ら
と

い
う
も
の
腰

痛
と
は
切
っ

て
も
切
れ
な

い
縁
と
な
り
、

一
日
一
日
が

無
事
に
過
ご

せ
た
ら
と
感

謝
の
思
い
の
今
日
で
す
。

②　

リ
タ
イ
ア
当
時
、
バ
ラ
色
の
人
生
を

夢
見
た
。
だ
が
、
現
実
は
厳
し
い
。
第
一

に
趣
味
が
無
い
の
に
気
付
い
た
。
四
十
三

年
間
、
家
と
会
社
の
往
復
、
誠
心
誠
意
働

い
た
。
現
在
親
か
ら
引
き
継
い
だ
田
百
八

十
ア
ー
ル
、
五
月
か
ら
十
一
月
（
種
蒔
き

～
収
穫
）
天
候
と
害
虫
、
腰
痛
と
格
闘
し

つ
つ
稲
作
に

頑
張
っ
て
い

ま
す
。
メ
ダ

カ
の
飼
育
も

し
て
い
ま
す
。

赤
、
青
、
白
、

ト
ラ
柄
、
欲

し
い
方
は
ど

う
ぞ
！

③　

Ｏ
Ｂ
の

皆
さ
ん
、
元

気
で
す
か
。

共
に
歩
み
、

釜
の
飯
を
共
に
し
た
仲
間
達
。
激
論
や
激

突
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お

詫
び
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
人
生
一

〇
〇
年
時
代
、
一
日
一
日
を
大
切
に
、「
病

は
気
か
ら
」
と
言
い
ま
す
。
強
い
気
力
と

笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

④　

Ｏ
Ｂ
会
も
日
新
製
鋼
の
名
も
無
く
な

り
、
日
新
と
の
絆
は
絶
た
れ
て
し
ま
う
の

か
。
寂
し
い
限
り
で
す
。
名
は
消
え
よ
う

と
も
、
我
、
心
に
製
鋼
の
火
は
消
え
ゆ
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
苦
楽
を
共
に
生
き

た
日
新
製
鋼
、
誇
り
に
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
。

オ
ー
ル
ド
ボ
ー
イ
編
集
部
の
皆
様
ご
苦
労

様
で
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
っ
て
お

り
ま
す
。

畑で憩いのひととき

ドライブ旅行で佐賀・祐徳稲荷にて

13



①　

退
職
し
て
約

十
一
年
経
ち
ま
し

た
。
日
々
元
気
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。

定
期
健
診
を
受
け

異
常
も
な
く
健
康

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

②　

退
職
後
は
体
重
が
七
十
三
㎏
と
な
り
、

腹
も
出
て
き
た
の
で
毎
日
朝
５
時
頃
か
ら

永
源
山
に
行
き
約
三
時
間
走
り
込
み
、
体

重
も
六
十
五
㎏
く
ら
い
に
な
り
維
持
し
て

い
る
。
お
腹
も
幾
分
引
っ
込
ん
だ
み
た
い

で
す
。

③　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
負
け
な
い

よ
う
に
感
染
対
策
を
充
分
行
い
、
健
康
に

留
意
さ
れ
、
残
り
の
人
生
を
楽
し
く
送
り

ま
し
ょ
う
。

④　

周
南
Ｏ
Ｂ
会
が
無
く
な
る
こ
と
は
寂

し
い
で
す
。
事
務
局
、
役
員
方
本
当
に
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

①
②　

昭

和
49
年
の

周
南
製
鋼

所
勤
務
か

ら
会
社
生

活

を

ス

タ
ー
ト
し
、

平
成
元
年

よ
り
転
勤

で
本
社
と

市
川
製
造

所
を
経
て

新
潟
の
会

社
に
出
向

し
、
65
歳
と
な
っ
た
５
年
前
に
約
27
年
ぶ

り
に
新
潟
よ
り
徳
山
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

帰
省
に
際
し
出
向
先
よ
り
60
の
手
習
い
で

新
規
に
担
当
し
た
経
理
業
務
の
在
宅
勤
務

を
頂
き
、
在
宅
勤
務
と
日
新
先
輩
や
高
校

同
窓
生
と
の
平
日
ゴ
ル
フ
主
体
の
第
二
の

人
生
に
突
入
し
ま
し
た
。
今
は
パ
ソ
コ
ン

と
メ
ー
ル
環
境
さ
え
あ
れ
ば
在
宅
勤
務
が

容
易
に
出
来
る
の
で
、
更
に
３
年
前
よ
り

新
設
備
建
設
に
伴
い
月
に
１
週
間
の
新
潟

出
張
も
加
わ
り
ま
し
た
。
在
宅
勤
務
は
自

分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
出
来
、
且
つ
、「
暇

つ
ぶ
し
＋
ボ
ケ
防
止
＋
小
遣
い
稼
ぎ
」
と

３
拍
子
そ
ろ
っ
て
ま
さ
に
悠
々
自
適
の
生

活
を
謳
歌
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

２
年
前
ゴ
ル
フ
で
腰
を
痛
め
ゴ
ル
フ
が
出

来
な
く
な
り
ガ
ッ
ク
シ
。
学
生
時
代
は
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
、
50
過
ぎ
て
か
ら
は

テ
ニ
ス
教
室
等
で
健
康
に
関
し
て
は
根
拠

レ
ス
の
自
信
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
残
念
。

　

そ
こ
か
ら
気
を
取
り
直
し
投
薬
を
受
け

�

山
崎�

美
智
子

　
　
　

周
南
市
須
々
万

�

昭
和
28
年
生　

周
南
紙
業　

�

（
現
役
で
す
）

�

中
尾�

茂
明

　
　
　

周
南
市
道
源
町　

�
昭
和
25
年
生　

元
精
整
課

�

平
野�

秀
夫

　
　
　

周
南
市
児
玉
町　

�

昭
和
26
年
生　

元
新
潟
営
業
所

コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
ら
台
湾
で

�

本
場
の
人
形
劇
鑑
賞
を

毎
朝
の
永
源
山
ラ
ン
ニ
ン
グ
で

�

健
康
維
持

腰
痛
に
向
き
合
い
な
が
ら

�

充
実
し
た
日
々
を

①　

平
成
二
十
四
年
に
右
股
関
節
置
換
手

術
を
し
て
か
ら
歩
行
も
楽
に
な
り
、
家
族

な
が
ら
徐
々
に
散
歩
を
再
開
し
、
今
で
は

１
時
間
散
歩
が
日
課
と
な
り
、
更
に
昨
年

夏
よ
り
気
分
転
換
の
週
末
ド
ラ
イ
ブ
を
開

始
し
ま
し
た
。
腰
の
様
子
を
見
な
が
ら
徳

山
周
辺
か
ら
始
め
、
東
方
面
は
錦
帯
橋
往

復
や
西
方
面
は
秋
吉
台
・
萩
往
復
等
の
３

時
間
程
度
の
ド
ラ
イ
ブ
が
楽
し
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
い
ま
で
は
在
宅
勤
務
に

新
潟
出
張
と
散
歩
・
ド
ラ
イ
ブ
を
組
み
合

わ
せ
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
、

在
宅
勤
務
終
了
後
の
腰
痛
を
抱
え
て
の
趣

味
探
し
が
今
後
の
課
題
で
す
。

③　

日
新
製
鋼
と
い
う
会
社
が
日
本
か
ら

消
え
て
し
ま
い
さ
び
し
い
限
り
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
渦
が
収
束
し
年
末
の
Ｏ
Ｂ
会
で
皆

様
と
お
会
い
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

ま
た
は
お
友
達
と
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
が
、
昨
年
あ
た
り
か
ら
左
足
股
関
節

が
悪
化
。
日
常
生
活
に
支
障
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
野
菜
づ
く
り
や
運
動
が
制
限
さ
れ

て
い
る
の
が
残
念
で
す
。
そ
の
中
で
職
場

の
お
昼
休
み
に
自
転
車
で
構
内
を
走
行
す

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
車
で
は

気
付
か
な
い
四
季
折
々
の
草
花
、小
鳥（
鶺

鴒
・
山
鳩
・
イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
）
な
ど
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
、心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
ま
す
。

②　

今
、
台
湾
人
形
演
劇
『
布
袋
劇
（
ほ

て
い
げ
き
）』
に
は
ま
っ
て
お
り
、
配
信

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

タ
イ
ト
ル　
『
Ｔ
ｈ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｂ
ｏ
ｌ

ｔ　

Ｆ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｓ
ｙ　

東
離
劍
遊
記
』

ジ
ャ
ン
ル　

武
侠
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
人
形
劇

　

コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
た
ら
、
台
湾
に
旅

行
し
、
本
場

の
人
形
劇
を

鑑
賞
し
た
い

と
思
っ
て
い

ま
す
。

③　

Ｏ
Ｂ
の

皆
様
、
Ｏ
Ｂ
会
総
会
で
再
会
で
き
る
の
を

心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

新潟お別れゴルフにて
（2016.4湯田上CC�本人左から2人目）
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①　

至
極
健
康
‼

と
は
言
え
、
足
腰

の
痛
み
や
眼
の
衰

え
な
ど
齢
相
応
の

悩
み
を
抱
え
て
は

い
ま
す
。
な
る
べ

く
外
気
に
触
れ
身
体
を
動
か
す
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。

②　

介
護
主
体
生
活
か
ら
晴
耕
雨
読
な
ら

ぬ
晴
耕
雨
寝
（
？
）
の
自
然
相
手
生
活
に
。

草
刈
り
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
鍬
・
鎌
を

友
と
し
、
葉
物
・
根
物
・
実
物
・
豆
・
芋

類
他
、
年
間
四
十
種
前
後
の
野
菜
や
果
物

の
世
話
と
山
仕
事
が
日
々
の
糧
と
な
っ
て

い
ま
す
。

③　

健
康
に
留
意
し
、
プ
ラ
ス
思
考
で
余

生
を
謳
歌
し
ま
し
ょ
う
。

④　

人
が
趣
味
だ
と
言
え
ば
面
白
そ
う
で
、

山
登
り
・
油
絵
・

釣
り
・
ゴ
ル
フ
・

園
芸
・
将
棋
・

麻
雀
・
パ
チ
ン

コ
…
な
ん
で
も

手
を
出
し
て
き

た
も
の
の
所
詮

「
多
芸
は
無
芸
」。

こ
れ
か
ら
も
貫

き
ま
す
。

�

吉
賀�

成
雄

　
　
　

下
松
市
切
山　

昭
和
27
年
生

�

　

生
産
管
理
部
技
術
管
理
課

年
間
四
十
種
も
の
作
物
と

�

山
仕
事
を
日
々
の
糧
に晴耕雨寝のある日

ほ
た
る
火
や
　
般
若
の
面
の
　
目
の
光
り
　

い
か
ず
ち
の
　
一
瞬
の
闇
　
あ
り
に
け
り

　
　
　(

兼
重 

和
剛
　
周
南
市
四
熊
　
昭
和
七
年
生
　
元
精
整
課
）

俳
句

　
中
田
攝
雄
「
川
柳
集
よ
り
」（
柳
号 

老
語
空
）

若
妻
が
　
チ
ラ
シ
と
ス
マ
ホ
　
に
ら
め
っ
こ

孫
帰
り
　
バ
バ
も
一
緒
に
　
つ
い
て
行
き

新
聞
を
　
読
む
か
ら
見
る
の
　
年
に
な
り

な
に
く
そ
と
　
思
う
が
や
は
り
　
の
ん
び
り
と

生
き
て
い
る
　
証
拠
だ
あ
ち
こ
ち
　
痛
い
の
は

　
　
　(

周
南
市
新
田
　
昭
和
十
年
生
　
元
総
務
課
）

断
捨
離
を
し
て
　
お
宝
と
さ
よ
う
な
ら

作
業
着
の
ほ
う
が
　
似
合
う
と
妻
は
言
う

月
星
は
　
誇
り
苦
楽
を
　
共
に
し
て

月
星
を
　
た
ま
に
は
思
い
出
し
て
く
れ

　
　
　（
岩
瀬
　
元
　
周
南
市
栗
屋
　
昭
和
二
十
二
年
生
　
元
保
全
課
）

蚊
　
通
り
過
ぎ
て
　
叩
く
手

暫
定
球
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
　
聞
こ
え
て
き
た
「
や
れ
ば
で
き
る
」
の
小
声

痩
せ
て
ま
す
　
骨
ま
で
針
を
刺
さ
な
い
で

大
昔
　
ど
う
や
っ
て
治
し
た
　
コ
レ
ラ
や
ペ
ス
ト

　
　
　（
熊
﨑
範
男
　
防
府
市
新
田
　
昭
和
二
十
年
生
　
元
本
社
）

川
柳

句
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
広
場
で
す

投
句
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

■OB会解散総会懇親会の報告（会次第、懇親会の様子、部署ごと集合写真など）

　■OB会解散にあたっての整理項目と報告

　　■令和4年1月1日現在の長寿番付表（最終）

　　　■誌上寄せ書き（皆さんの一言、俳句・短歌・川柳なども。総会出欠席ハガキ

　　　　に記入欄を設けますので、ふるってお書きください）　　　　　他

オールドボーイ最終号（令和4年3月発行49号）予告
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　自分は若い頃から古いもの、
珍しいもの、いわゆる骨董品
に興味があった。骨董品といっ
ても色々有って、彫刻、軸、
武具、焼物、書籍、家具、仏像、
時計、人形等々数えればきりがないが、この度は仏像につ
いて紹介してみたい。まず材質については、木材、黄銅、石、
牙、骨、ブロンズ等々有り、今100体くらいは有ると思い
ますが、大きさでは2ｍ位の大きいものから小さいものま

であり、姿で分けると立像、座像等、種別では観音様、金剛力士像、千手観音、不動明王、四天王、
仁王像等々が有ります。これらの仏像をよく観察すると目の中に
吸い込まれ邪気が無くなるような気持ちになります。そのような
ことから集める気になりました。それでは2、3の仏像について説
明しますと、日本美術の中でも特別に人気を誇る阿修羅像（写真1）
三面六臂（さんめんろっぴ）の美少年の姿で、顔が三つで、臂と
は肘のことでつまり腕が6本あり、一人で数人分の働きがあり全
体像は八頭身と完璧なプロポーションをしています。次に十一面
観音立像（写真2）、頭部に十一の顔
を持つ菩薩様で、苦しんでいる人を
すぐ見つける為に頭の上に十一の顔
があり、すべての方向を見守ってい
る観音菩薩、頭上面のうち前三面を
菩薩面、左三面を瞋怒面（しんぬめん）、
右三面を枸牙上出面（くげじょうし

つめん）、後ろ一面を大笑面（だいしょう
めん）といい、頂上に仏面を配して十一面
です。大笑面は悪行を大笑いして改心させ、
善の道に向かわせると言われています。菩
薩には男女の性別はありませんが、十一面
観音は福よかな女性をイメージさせる美し
い像が多いです。次に四天王（写真3）は

帝釈天の配下にて仏教世界
を守る守護神で、東方を護
る持国天、西方を護る広目天、
北方を守る多聞天、南方を
守る増長天からなります。
このように仏像には一つ一
つに謂れがあり、その時代
時代の思いが感じられ本当
に奥の深い分野で、非常に
面白い面が多いのです。興
味のある人はいませんか？

会員のみなさんが、密かにたのしんで

おられるお宝を紹介するコーナーです

はたして、あなたの鑑定やいかに

第 7回目（最終回）はこの方の、

このお宝です

磯永�辰行
（周南市上迫町　昭和15年生�元設備保全課）

「仏像」

（写真1）阿修羅像
　　　　（高さ141ｃｍ）

（写真3）四天王（高さ51ｃｍ）
右から多聞天　増長天　広目天　持国天

（写真2）十一面観音立像
　　　　（高さ196ｃｍ）
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18番ホール付近の桜

芸

陶

趣
味
グ
ル
ー
プ
活
動
報
告

三
密
に
注
意
し
活
動
継
続
中
！

フ

ル

ゴ

　　第１92回大会　3月25日
徳山国際CC　33名参加

優勝　小田洋祐　41(OUT)�Ｈ7��34（写真中央）
２位　井上満男　41(OUT)�Ｈ7��34（左）
３位　高光修司���44(I�N)����Ｈ10��34（右）
（新型コロナウイルスのためハーフコンペにて開催）

日
新
Ｏ
Ｂ
会
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

　

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
で
大
会
が
順

調
に
開
催
さ
れ
ず
残
念
で
す
。
前
期
は
徳
山
国
際
Ｃ
Ｃ
で
の

一
回
の
み
の
開
催
で
桜
五
分
咲
き
（
写
真
）
の
日
差
し
の
中
、

ハ
ー
フ
コ
ン
ペ
と
し
、三
密
を
避
け
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
行
わ
ず
、

プ
レ
ー
終
了
後
、
賞
品
を
お
渡
し
解
散
と
し
ま
し
た
。
後
半

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
行
わ
れ
て
お
り
、
残
さ
れ
た
大
会
が
無

事
で
き
る
こ
と
を
望
む
ば
か
り
で
す
。

�

担
当
幹
事　

河
野
龍
秀　

高
光
修
司 新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
活
動
中
止
が
続
い
て

い
ま
す　

感
染
対
策
の
上　

活
動
し
た
ク
ラ
ブ
の
報
告
で
す
。

　

１
、２
月
は
教
室
を
中
止
（
コ
ロ
ナ
下
の
影
響
を
鑑
み
て
）。

３
月
か
ら
通
常
通
り
教
室
を
開
始
し
ま
し
た
。

三
密
：
作
業
台
の
間
隔
、
マ
ス
ク
、
消
毒
・
手
洗
い
に
留
意

し
な
が
ら
、
各
自
の
創
造
と
創
作
意
欲
で
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品

に
期
待
し
つ
つ
、
釉
薬
の
調
合
の
難
し
さ
等
々
、
意
見
交
換

し
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

＊
日
曜
日　

13
時
～
約
３
時
間　

周
南
市�

戸
田
「
陶
房
春
」

に
て
。
７
月
以
降
も
継
続
活
動
の
予
定
で
す
。

�

担
当
幹
事　

岩
山
要
治　

河
嶋
龍
彦

メンバー　右から松村整　西村敏夫　藤村先生　長嶺平治
　円写真上から　河嶋龍彦（撮影）　岩山要治（欠席）

ユニークな作品をめざして

周南シビック交流センターでの歌会の様子
右から福本和夫　吉本健一　岡本義明　山本靖彦の皆さん

�

担
当
幹
事　

山
本
靖
彦

歌

短新
し
き
　
社
名
に
変
り
　
懐
か
し
む
　

ス
テ
ン
レ
ス
工
場
の
　
夜
景
の
輝
き

�

岡
本
義
明

刃
を
研
ぐ
は
　
吾
が
役
目
な
り
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

草
刈
り
隊
の
　
一
員
と
し
て

�

福
本
和
夫

大
笊
に
　
洗
ひ
上
げ
た
る
　
蕎
麦
の
実
が

秋
の
日
射
し
に
　
乾
き
ゆ
く
な
り

�

山
本
靖
彦

春
彼
岸
　
燕
が
来
た
と
　
妻
の
声
　

弾
む
囀
り
　
車
庫
よ
り
　
聞
こ
ゆ

�

吉
本
健
一

　

毎
月
、
第
2
火

曜
日
、
周
南
市
シ

ビ
ッ
ク
交
流
セ
ン

タ
ー
小
会
議
室
で
、

4
名
参
加
の
歌
会

を
持
ち
ま
し
た
。

各
自
の
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。
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心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す

会
員
物
故
者

事
務
局
だ
よ
り

◆　

編
集
後
記　

◆

◆
最
終
Ｏ
Ｂ
会
総
会
の
事
前
調
査
結
果
◆

　

出
席
希
望
者
２
６
０
名

　
　

遠
石
会
館
に
て
開
催
予
定

　
　
　

10
月
に
コ
ロ
ナ
の
状
況
で
最
終
決
定
を

▼
終
戦
か
ら
十
九
年
目
の
昭
和
三
九
年
十
月
十
日
は
何
の
日

と
問
わ
れ
て
、
当
時
高
校
生
だ
っ
た
我
々
と
同
年
代
の
人
は
、

『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
の
日
』
と
答
え
る
だ
ろ
う
。

前
夜
の
雨
は
、
嘘
の
よ
う
に
朝
か
ら
快
晴
、
世
界
中
の
青
空

を
東
京
に
集
め
た
よ
う
な
快
晴
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

▼
当
時
、
下
関
市
に
は
、
プ
ロ
野
球
太
洋
ホ
エ
ー
ル
ズ
の
本

拠
地
も
あ
り
、
特
に
高
校
野
球
が
盛
ん
で
、
母
校
S
高
校
が

昭
和
三
八
年
春
の
甲
子
園
大
会
で
全
国
制
覇
。
夏
は
惜
し
く

も
準
優
勝
、
翌
年
は
Ｈ
高
校
が
夏
の
甲
子
園
で
準
優
勝
と
高

校
野
球
の
全
盛
期
だ
っ
た
。
そ
し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
会
と
相
ま
っ
て
勉
強
は
そ
こ
そ
こ
で
良
き
青
春
時
代
を
送
っ

た
。
▼
約
半
世
紀
を
経
た
二
〇
一
三
年
、
日
本
は
再
び
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
決
定
に
沸
い
た
。
そ
し
て
今
日
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

の
是
非
で
国
内
外
は
二
分
し
て
い
る
。
招
致
決
定
の
あ
の
時

の
興
奮
は
よ
そ
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対
す
る
国
民
の
関
心

は
薄
い
。
▼
五
〇
年
前
に
は
日
本
の
「
戦
後
の
復
興
」
や
「
科

学
技
術
先
進
国
日
本
」
を
世
界
に
ア
ッ
ピ
ー
ル
す
る
コ
ン
セ

プ
ト
が
あ
っ
た
が
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
世
界
に
発
信
す

る
コ
ン
セ
プ
ト
が
見
当
た
ら
な
い
。
現
代
の
若
者
達
が
『
あ

の
時
代
は
よ
か
っ
た
ね
』
と
言
え
る
夢
と
ロ
マ
ン
が
持
て
る

時
代
を
創
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。(

言
っ
て
も
無
理
か
な)

�

（
加
藤　

栄
）

▼
よ
う
や
く
こ
れ
で
解
放
さ
れ
る
…
今
は
そ
れ
が
正
直
な
気

持
ち
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
会
員
減
少
、
高
齢
化
が
進
行

す
る
中
で
の
原
稿
依
頼
は
中
々
骨
の
折
れ
る
仕
事
で
す
。
ま

ず
は
脱
会
者
の
確
認
、
こ
れ
は
半
年
前
の
名
簿
を
使
っ
て
脱

会
者
に
原
稿
を
依
頼
す
る
と
い
う
失
敗
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

続
い
て
人
選
は
二
倍
を
目
途
に
名
前
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
そ

し
て
一
日
が
か
り
、
二
日
が
か
り
で
自
宅
か
ら
電
話
を
掛
け

ま
す
。
電
話
で
確
認
を
取
っ
て
お
か
な
い
と
原
稿
が
返
っ
て

こ
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
電
話
は
中
々
掛
か

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
そ
う
で
す
。
私
自
身
も
詐
欺
防
止
対
策

で
知
ら
な
い
電
話
に
は
出
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
会
員

の
皆
さ
ん
を
責
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て
予

定
人
員
に
達
し
た
あ
と
封
書
で
お
願
い
文
を
送
付
す
る
わ
け

で
す
。
予
定
人
員
に
達
し
な
い
場
合
は
一
番
若
い
人
、
原
稿

を
送
っ
て
く
れ
そ
う
な
人
に
確
認
な
し
で
お
願
い
文
を
送
付

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
お
許
し
下
さ
い
。
で
も
今
で
は

み
ん
な
過
去
の
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
原
稿
を
送
っ
て
下
さ
っ

た
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
吉
木
正
實
）

▼
Ｏ
Ｂ
会
の
歴
史
の
証
を
留
め
た
く
、
年
表
を
特
集
と
し
た
。

こ
の
中
に
創
刊
か
ら
14
年
間
に
わ
た
り
中
田
攝
雄
さ
ん
が
会

報
発
刊
を
担
当
さ
れ
て
お
り
、
担
当
９
年
で
マ
ン
ネ
リ
化
を

感
じ
て
い
る
身
に
は
頭
が
下
が
る
。
送
ら
れ
て
き
た
中
田
さ

ん
の
川
柳
集
に
「
Ｏ
Ｂ
会　

会
報
作
っ
て　

14
年
」
と
謳
っ

て
お
ら
れ
る
。
会
報
発
行
は
、
解
散
総
会
の
報
告
を
掲
載
し

て
49
号
で
最
後
を
迎
え
る
。

「
オ
ー
ル
ド
ボ
ー
イ
達
が　

書
い
て　

編
っ
て　

送
っ
て　

�

読
ん
だ　

オ
ー
ル
ド
ボ
ー
イ
」　
（
熊
﨑
範
男
）

令
和
2
年
3
月
12
日　

中
村　

勉
（
83
） 

（
元
検
査
課
）

　
　
　
　

9
月
3
日　

竜
木
英
男
（
85
） 

（
元
生
産
計
画
課
）

　
　
　
　

9
月
9
日　

松
永
廣
海
（
91
） 

（
元
熱
延
課
）

　
　
　
　

11
月
5
日　

大
田
官
司
（
78
） 

（
元
製
鋼
課
）

　
　
　
　

12
月
15
日　

中
山
和
弘
（
85
） 

（
元
検
査
課
）

　
　
　
　

12
月
30
日　

和
田
隆
夫
（
85
） 

（
元
人
事
課
）

令
和
3
年
1
月
1
日　

野
村　

亮
（
81
） 

（
元
熱
延
課
）

　
　
　
　

1
月
9
日　

山
本
研
二
（
91
） 

（
元
設
備
部
）

　
　
　
　

1
月
26
日　

中
村
和
弘
（
65
） 

（
元
本
社
）

　
　
　
　

1
月
26
日　

尾
上
健
治
（
80
） 

（
元
設
備
部
）

　
　
　
　

2
月
6
日　

山
内
実
男
（
98
） 

（
元
磨
帯
鋼
課
）

　
　
　
　

2
月
16
日　

新
原
公
夫
（
93
） 

（
元
労
務
課
）

　
　
　
　

4
月
10
日　

岩
政
邦
彦
（
84
） 

（
元
生
産
計
画
課
）

　
　
　
　

5
月
10
日　

藤
井　

勝
（
90
） （
元
電
気
計
装
技
術
課
）

　
　
　
　

5
月
16
日　

三
浦
和
人
（
73
） 

（
元
冷
延
課
）

 

（
以
上
15
名
）

（
７
５
６
名
）

令
和
３
年
６
月
末
会
員
数

■
37
年
間
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
第
38
回
Ｏ
Ｂ
会
総

会
開
催
に
向
け
て
、
会
員
の
皆
様
よ
り
、
最
後
の
総

会
は
是
非
出
席
し
た
い
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

出
席
者
数
に
よ
っ
て
は
会
場
を
再
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
先
般
、
ハ
ガ
キ
に
て
出
欠
の

意
向
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

集
約
結
果
は
、
①
出
席
予
定
２
６
０
名
（
39
％
）

　

②
欠
席
予
定
４
０
４
名
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
総
会
開
催
は
『
遠
石
会
館
』
で
行
う
予

定
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
問
題
は
依
然
と

し
て
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
10
月
段
階
に
お

い
て
「
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
」「
高
齢
者
の
２
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
完
了
し
た
効
果
」
等
の
見
極
め
を

行
い
、
総
会
開
催
の
是
非
に
つ
い
て
最
終
判
断
し
、

中
止
の
場
合
は
、
会
員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
予

定
に
し
て
い
ま
す
。

■
ハ
ガ
キ
調
査
で
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
の
中
で
、
特

徴
的
な
項
目
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
と
し
て
は
、
①
会

員
名
簿
及
び
物
故
者
ご
芳
名
の
最
終
版
を
発
行
し
ま

す　

②
剰
余
金
は
、
会
員
各
位
に
還
元
し
ま
す　

③

総
会
時
に
お
け
る
部
署
別
記
念
写
真
に
つ
い
て
は
検

討
し
ま
す
。
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